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は じ め に 


プチ コン nmkll は 2012 年 3 月 14 日 に DSi ウ ェ ア と し て 発売 され (3DS で も 使用 可能 )、 プ チコ ン 3 号 は 2014 年 11 月 19 日 に 3DS 
アプ リ と し て 発売 され て お り 、2023 年 3 月 28 日 の ニン テン ドーe シ ョ ッ プ が サー ビス を 終了 に よっ て 新規 購入 が で き な く 
な っ て し まい まし た 。 

し か し 、 す で に 購入 し て ダウ ン ロ ー ド 済み の プチ コン mkll、 プ チコ ン 3 号 は 一 部 機能 に 制限 は あっ て も 基本 的 に 永続 
し て 使う こと が 可能 で す 。 し か し 、 快 適 に 使う に は 準備 が 必要 な の で その こと を 本 書 で まとめ て み ま し た 。 


私 が 作っ た プロ グラ ム に 関し て は プロ グラ ムリ スト を 掲載 し て いま す が 他 者 の プロ グラ ム は 著作 権 の 関係 上 、 公 開 キ 
ー の み の 掲 載 と な り ま す 。 公開 キー は た だ し 、2024 年 4 月 9 昌 年 前 9 時 で 任天堂 の 3DS、WiiU の オン ライ ン サ ービス を 終了 
予定 と な っ て いま す 。 そ れ に 伴い プチ コン 3 号 、 プ チコ ン BIG の 公開 キー も 使用 でき な く な る た めで きる だ け 早 く ダ ウ 
ン ロ ー ド する こと を お すす めし ます 。 


第 1 章 プチ コン mkll 編 
1-1 プチ コン mkll で 自作 ソフ ト を 公開 する 、 ダ ウン ロー ド を する 


プチ コン mkll は プチ コン nkIIl 内 で 生成 され る PTC フ ァイル を PC で QR コー ド に 変換 する こと で 公開 可能 に し て いま す 。 
スマ イル ブー ム 公 式 の QR コー ド 変 換 ツ ー ル は すでに サー ビス が 終了 し て いま す が 有 志 が 作っ た PTCUtilities は まだ ダウ 
ン ロ ー ド 可能 な の で 今 の うち に ダウ ン ロ ー ド し て お きま し ょ う 。 


PTCUtilities 
http://micutil.com/ptcutilities/top. html 
(※ 本 書 に 記述 の リン ク 先 へ の アク セス や ソフ ト の 使用 は 自己 責任 で お 願い し ます ) 


プチ コン mkll で 作ら れ た ゲー ム や ツー ル は QR コー ド で 公開 され る (QR コー ド 自 体 に プロ グラ ム が 含ま れ て いる ) た め 
QR コー ド さ え 残 っ て いれ ば いく ら で も ダウ ン ロ ー ド が 可能 で す 。 興味 が ある プロ グラ ム に お いて は QR コー ド の バッ クア 
ッ プ を と っ て お く と 容量 が 足り な く な っ て 消し て し まっ た プロ グラ ム を 再度 ダウ ン ロ ー ド する こと が 可能 な の で プチ コ 
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ン mkll は 本 体 が 壊れ て プチ コン mkll そ の も の が 使え な く な る まで プロ グラ ム は 自由 に ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 ま さ に 一 
生 も の だ と 思い ます 。(PTC フ ァイル の バッ クア ッ プ で も いい けど QR コー ド を バッ クア ッ プ し て お いた 方 が すぐ に プチ コ 
ン mkl1 で 使用 可能 に な る ) 

プロ グラ ム が 入っ た PTC フ ァイル は パソ コン の テキ スト エディ タ を 使え ば 簡単 に 中 身 の プ ログ ラム を 見 る こと が で き 
ます 。 た だ し 、 プ チコ ン mkll の 独自 の 文字 を 使用 し て いる 場合 は この 方 法 だ と 正しく 見 る こと が で き な い 場合 が あり ま 
す 。 


また 、1 画 面 プ ログ ラム な ら ば 編集 画面 の 写真 を 1 枚 撮る だ け で 公開 が 可能 で す 。 興 味 が ある 人 は 後述 の 方 法 で 1 画面 
プロ グラ ム を 作っ て みて くだ さい 。 1 画面 プロ グラ ム な ら ば 入力 も それ ほど 時 間 を 掛け ず に 行え ます 。 


1-2 プチ コン mkll の プロ グラ ム の 作り 方 
プチ コン mkll の マニ ュ ア ル で は あま り 書 か れ て いな い 使 い 方 に つい て 書い て いき ます 。 


プチ コン nmkll で 扱え る 数 値 は 「(32bit) 固定 小数 点 方 式 」, と 呼ば れる も の と な っ て いま す 。 こ れ は 一 般 的 に よく 用 い 
られ て いる 浮動 小数 点 方 式 (プチ コン 3 号 で は 実数 型 と 呼ば れ て いる ) と 違っ て 小数 点 の 位置 が 固定 と な っ て いて その 
た め 扱 える 数 値 の 範囲 は か な り 狭 く な っ て いま す 。 整 数 部 が 符号 込み で 20bit、 小 数 部 は 12bit と な っ て いて 、-524288 
か ら 524287.999755 (2 の 31 乗 -1 を 4096 で 割っ た も の で あり 、 画 面 表 示 上 は 524287.999) まで の 数 値 で 1/4096 単 位 の 数 し 
か 扱え ませ ん 。1/4096 単 位 未 満 の 数 は 切り 捨て られ る た め 、1/4097 を 実行 すれ ば 0 に な る し 、2/4097 を 実行 すれ ば 1/409 
6 と いう 値 に な り ま す (た だ し 、 画 面 表 示 は 小数 第 3 位 ま で な の で 表示 上 は 0 と な る )。 そ の た め 絶 対 値 が 小さ い 数 ほど 誤 
差 が 発生 し や すく な り ま す 。 誤 差 を 無く す に は 1/4096 単 位 の 数 の み を 使用 する 必要 が あり ます 。 

あと 、100 万 と か 、1 億 と か の 大 き な 数 を 表現 し た けれ ば 複数 の 変数 に 分 け て 扱う 必要 が あり ます 。 し か し 、 小 数 点 の 
位置 を 変え れ ば 32bit 整 数 型 と し て 扱う こと も 可能 に な る た め 32bit 固 定 小数 点 を 32bit 整 数 に 変換 する サブ ルー チン も 
用 意 し て お きま し た 。 


固定 小数 点 一 32bit 整 数 変換 

TIHT 

ご =d 申 ヨ 握 : TL=1 昌 T 守 (1 回 回 回 デコ 朱 で: TH= ニ HE TH し マラ 1 回 回 回 失 ど 

IHT ま = リー リ " 失 1TH 失 (THT で 昌 ) 二 昌 T 民 本 ( 邊 BSCTIL)): THT ま =BTR ま で TH ラ 失 11 TH 回 下 楽 で 由 
ーLEHC THT ま )3 率 111TH+IHT ま 

RETUEH 


32bit 整 数 一 固定 小数 点 変換 (上 記 の 逆 変換 ) 

@THT2 

ご = 日 ヨ 5: 15= ニ LEFT ま THT ま 。 ユ 1)= ニ = リー リ "TH=LEHNYTHT ま )-ー18: THT ま = 民 T ロ HT ま (THT 
ま 。 TH)1L= リ 和 邊 LCRETGHT ま (1 昌和 ま 。 中 3 デビ 

INT= バ 1 ユー 和志 失 人 う 失 で TL キ W 自 LC で LEFT ま (THT ま 。 (1 昌一 上 中 3 失 で 1 は ゆ ヨ ュ ッッ ュ ア ご 染 十 回 回 回 回 
RETURH 


使用 例 

ロニ 1 テコ 日 デ 上 邊 操 ヨ 己 

日 = 自 失 日 陽明 

IHT=BE 

HISHBE @IHT 

THT 

12345X56789 を 行い 701060205 と いう 結果 を 表示 する プロ グラ ム で す 。 


サブルーチン 1 HHT を 使う に は 変数 thHT に 表記 し た い 値 を 予め 1/4096 に し て お きま す 。1 億 を 入れ る 場合 は IHT 
に 中 中 十 邊 。 握 号 を 入れ て お け ば よい で す 。 あ と は ロロ SH 日 豆 THT と する こと で 1 昌和 まま に" 回 回 回 回 回 回 回 回 ツ 
と いう 文字 列 が 入り ます 。 
サブルーチン THT 評 を 使う に は 変数 tHT ま に 計算 し た い 値 を 文字 列 で 入れ て お きま す 。 1 億 を 入れ る に は ITHT ま に 
? 和 1 回 回 回 回 回 回 回 回 ^ を 入れ て お け ば よい で す 。 あ と は ロロ SHE 人 THTE と する こと で INT に 24414.0625 と いう 数 値 が 
入り ます 。 

これ に よっ て 、 プ チコ ン mklIl で 絶対 値 2147483647 ま で の 大 きか な 数値 を 扱っ て 自由 に 演算 処理 を する こと が 可能 で す 。 
加減 算 を 行う 場合 は 予め 4096 で 割っ た も の を INT に 入れ る 必要 が あり ます が 、 乗 除算 で は それ は 不要 で す 。 

簡単 な 足し 算 程度 が で きれ ば いい の な ら ば 4 桁 ご と に 異な る 変数 を 用 意 す れ ば 1 億 、1 兆 と いう 大 きか な 数 値 も 疑似 的 に 
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扱う こと は 可能 で す 。 


また 、 プ チコ ン mkll の セー プ 機 能 は か な り 特殊 で プロ グラ ム や リソー ス は セー プ ブ で き て も 変数 の 値 を 自由 に セー ブ す 
る こと は で きま せん 。 唯 一 セー プ が で きる の は 変数 HE まだ け で す 。 変 数 HEH ま に は 256 文 字 ま で の 文 完 列 を 入れ ら 
れる た め 例 えば ハイ スコ アベ スト 10 を 記録 する 場合 に は デー タ 1 つ あたり 25 文 字 以 内 に 抑 えて 桁 そ ろ え を し て 記録 する 
か デー タ の 区 切り 文字 を 入れ て 記録 する と 良い で し ょ う 。 

256 文 字 (256 バ イト ) で は 全然 足ら な いな ら ば 使っ て いな い グ ラフ ィ ッ ク ペ ー ジ に ドッ ト を 打っ て いき (1 ドッ ト 当 
た り 0255 の 数 値 を 記録 可能 ) GRP リ ソー ス ご と セー ブ す れ ば 48KB ま で の セー ブ デ ー タ に 対応 で きま す 。 し か し 、 た だ 
で さえ 少な い プ チコ ン mkll の 保存 領域 を 数 KB の セー ブ デ ー タ の た め に 48KB も 浪費 する の は も っ た いな い の で 8KB で 済む C 
HR リ ソー ス を 使い た いと ころ で す 。 し か し 、CHR リ ソー ス は GRP と 違っ て デー タ の 読み 書き を 1 バイ ト ず つ 行 う の は 非常 
に 面倒 で す 。 一 旦 GRP に 記録 し て お いて セー プ ブ の 段階 で CHR リ ソー ス に 変換 する の が 最も お 手軽 な の で それ を 実現 する CH 
R セ ー バ ー、CHR ロ ー ダ ー を 用 意 し まし た 。 と も に 1 行 プ ログ ラム (プチ コン mkIIl は 1 行 に 100 文 字 ま で 入力 可能 ) な の で 
手軽 に 入力 し て 利用 で きる と 思い ます 。 


CHR セ ー バ ー 

FIE 1I= ロ TH 25FHE T=TH 31 ど = ロ SPITTC TE 日 ※ ヨ 3 コキ]。 1 ロビ キキ ま ニ ビ キ 率 11T+ 晶 E 当 本 
C マ 。23HERWRT:EHESET 民 ま 。1。 に ま HET 

CHR ロ ー ダ ー 

FIE 1= ロ TH 25EEHRERE 折 DC 民生 ま 。 1 3)。 ビ まま FR =TH 31 マ = ニ リ 自 し で り 千晶 リキ TDD まで 刻ま 。 本 
2.233 ロ PSET ITB 当 ヨミ キ オイ 。 1 ロコ 。 ご: NET: NE 記 T 


あと プチ コン mkll で は プチ コン 3 号 と は 異な り 下 画面 を 利用 する た め に は 専用 命令 が 必要 で す 。 

まず は PHLTYPE " ロ FF" で 下 画面 の キー ボー ド を 消し て 自由 に 表示 が 行え る よう に し ます 。 コ ン ソ ー ル 文字 は 
下 画面 で は FR 1HT 命 令 は 使え な い の で PFHLSTR 命 令 を 使い ます が これ は 数 値 は 表示 で きず 文字 列 の み と な る の で 
注意 が 必要 で す 。 グ ラフ ィ ッ ク 、 ス プラ イト 、BG に 関し て は ロ P 折 BE 1、SPPRGE 1、B ロ PE 1 の よう に 引 
数 を 1 と する こと で 下 画面 に 表示 する こと が 可能 に な り ま す (上 画面 に 戻す 場合 は 引数 を 0 に する )。 


プチ コン mkll で IHEETY ま で 文字 入力 を 行う 場合 に は 文字 が 入力 バッ ファ に 溜まっ て いて 上 手 く 判 定 が で き な い 場 
合 が あり ます 。 そ うい う 時 は 下記 の よう な バッ ファ を 空 に な る 処理 を 実行 すれ ば 良い で す 。 


FUR 1=TUT VS く TINHKET ま で ュ 1 エ ミニ NE 護 T 


プチ コン nkll で は SELECT ボ タン は 取得 可能 な の で す が SELECT を 押す と プロ グラ ム が 停止 し ます 。 し か し 、 プ ログ ラム 起 
動 前 か ら SELECT を 押し て いる 場合 に 限り 下記 の よう な プロ グラ ム で 判定 すれ ば SELECT ボ タン を 判定 で きる の で デバ ッ グ 
モー ド に ジャ ンプ する な どの 要素 を 入れ る こと が で きま す 。 


IF BUTTUHCjRHD HBTHEH @DEEU ロ 


GRP に グラ フィ ッ ク 表 示 を 行う 場合 は 60fps を 確保 で きず 画面 が ちら つく 場合 が あり ます 。 そ うい う 時 は 使っ て な い GR 
P ペ ー ジ に 描画 を し 終わ っ て か ら ペ ー ジ 切り 替え を する ダブ ル バ ッ ファ リン グ を 行う こと で ちら つき を 無く せま す 。 
ペー ジ 0 と ペー ジ 1 を 使用 し 、 上 画面 に 表示 する 場合 は 下記 の よう に な り ま す 。 


ロ P ロ GE ロ 。F。!P:P= ニ IP 


プチ コン mkll は R ボ タン 、START ボ タン 、- ボ タン を 同時 押し する こと で 画面 クリ ア が で きる の で す が 、 ホ ー ム メニ ュ 
ー に 戻る こと で も 画面 クリ ア が で きま す 。 

ホー ム メ ニュ ー か ら 実 行 す る 場合 は 画面 クリ ア だ け で は な くす べ て の 変数 の 初期 化 も 行い ます 。 し た が っ て 、「 プ ロ 
グラ ム を 作る 」 で 実行 する 場合 と ホー ム メ ニュ ー で 実行 する 場合 で は プロ グラ ム の 挙動 が 変わ る 場合 が ある た め 注 意 が 
必要 で す 。 


1-3 プチ コン mkll の 1 画面 プロ グラ ム の 作り 方 
プチ コン nmklI の 編集 画面 は 29 文 字 X24 行 と な っ て いま す 。 最 大 696 文 字 記 述 が 可能 な の で す が プ チコ ン mkll の エディ 


タ は 1 行 29 文 字 を 超え る と 画面 を スク ロー ル さ せな いと 全体 が 見 れ な く な り ま す 。 し た が っ て 、 プ チコ ン nmkll で 1 画面 プ 
ログ ラム を 作る に は 1 行 に 記述 する 文字 数 を 29 文 字 以 下 に 制限 する 必要 が あり ます 。 


=8e 


文字 数 を 減ら す に は 単純 に 省略 し て 減ら す 場 合 と プロ グラ ム を 作り 変え て 減ら す 場合 の 大 きく 分 け て 2 通り の 方 法 が 
あり ます 。 前 者 は 機械 的 な 単純 作業 で 短縮 で きる た めい くつ か の パタ ー ン を 覚え て お く と 良い で し ょ う 。 

プチ コン mkll で は コロ ン や スペ ー ス が 短縮 で きる 場面 が 多い で す 。 

例え ば ロロ =1 : 日 = ミミ は ロミ EE = の よう に コロ ン を 省略 で きま す が 自 = 只 ビニ は 自 三 潮 日 モミ 〒 の よう に コロ ン を 省 
略 で きま せん 。 こ れ は WE が 変数 と し て 認識 され る た めで す 。 ス ペー ス も この よう に 別 の 変数 や 命令 と 認識 され て し ま 
わな い 場 合 に 限り 省略 が 可能 で す 。 

また 、 引 数 を 省略 で きる 場合 も 多い で す 。BEEP は BEEF 昌 を 省略 し た も の で あり 、" ETHE は WESTHE 1 を 
省略 し た も の と な っ て いま す 。 


あと 論理 否定 「!」 も プロ グラ ム 短 縮 に 貢献 で きる 場面 は 多い で す 。 
例え ば ! 自 は A が 0 の 時 に 1、A が 0 以外 の 時 に 0 に な り ま す 。! ! 自 と すれ ば A が 0 の 時 に 0、A が 0 以外 の 時 に 1 に な り ま す 。 
これ を 使え ば 、!『 1 1 白 率 1! は! 自 二 11 の よう に 短縮 が 可能 で す 。( ド ・ モ ル ガ ン の 法則 より ) 


プチ コン nmkIlIl は 分 岐 や ルー プ 機 能 が 貧弱 で す 。 ル ー プ は FUR 一 HE 品 征 し か 使用 で きま せん 。 ロ IT を 使っ た 分 岐 
は で きる も の の ラベ ル は 行 の 先頭 に 記述 する 必要 が あり ラベ ル を 記述 し た 行 に は ラベ ル 以 外 を 記述 で きま せん 。 IF も 
ELSE を 使う こと が で きま せん 。 し た が っ て 、 条 件 判断 を 行い た い 場合 に は 29 文 字 以 内 に 収め る と いう の は か な り 厳 し く 
感じ る か も し れ ま せん 。 

し か し 、F HER HE 記 千 を 上 手 く 使う こと で HHILECMEHE' の 代わ り に も 複数 行 記述 が 可能 な ブロック IF の 代 
わり に も な り ま す 。 


WHILE て WEND の 代わ り 
FUR 1=1TH (条件 式 ) 
(処理 内 容 ) 

T = 

HE 串 


ブロッ ク IF の 代わ り (上 記 か ら !=0 を 省 い た だ け で す ) 
FE 1T=1T ロ (条件 式 ) 

(処理 内 容 ) 

HET 


多重 ルー プ を 使う こと で 複雑 な 条件 分 岐 処理 も 可能 に な り ま す 。 


プチ コン mklIl で は 1 画面 プロ グラ ム を 作る 場合 に は 制限 が 大 きい で す が 剰 余 の 計算 が ※ の 1 文字 で 可能 な た めこ れ を 上 
手 く 活 用 すれ ば 驚く ほど 短縮 で きる 場合 も あり ます 。 


剰余 を 使っ た 短縮 の 例 1 じゃ ん けん の 勝敗 


変数 言 に 自分 の 手 (グー=1、 チ ョ キー2、 パ ー=3) が 入っ て いて 変数 Y に 相手 の 手 が 入 っ て いる 場合 、TF 褒 ==1 上 
HD Y==3 THEH 一 な どの よう に すべ て の パタ ー ン を 記述 し な く て も て ザー8+ す 3 を % き の 値 だ け で 勝敗 判定 が 可 
能 で す 。(0 は あい こ 、1 は 自分 の 勝ち 、2 は 自分 の 負け ) 

B ボ タン が グー、Y ボ タン が チョ キ 、X ボ タン が パー (これ は 手 の 形 状 に 似 て いる の で 覚え や すい ) だ と する と 変数 B に B 
HTTn ロ 関数 の 値 が 入っ て いる な ら ば 只 = ヨ 65 家 日 提 と する こと で ボタ ン を 押す だ け で 自分 の 手 を 0、1、2 の いずれ か 
に 変換 可能 で す 。 


剰余 を 使っ た 短縮 の 例 2 十字 ボタ ン を 使っ た 8 方 向 移動 


普通 に 作れ ば 論理 式 を 使っ て 短縮 化し て も この 長 さ に な り ま す 。 

バニ ロー(CKB ロ HHD 1) う ニニ サオ )+TCCB HHD B) う ニニ  (※X 方 向 の み ) 

し か し 、 剰 余 を 使え ば 同じ も の が ここ まで 短縮 が で きま す 。 

員 三 光一 (日 放電 日 潮目 二 う 肖 ヨ + ユ 

プチ コン mklI で 1 画面 プロ グラ ム を 作る に は 短縮 に よっ て 合計 の 文字 数 制限 を クリ ア す る だ け で は な く 1 行 29 文 字 と い 
う 制限 も ある た め 順 序 を 変え て も 問題 な い 部 分 を 変え る こと で パズル の よう に 各行 を 29 文 字 に 近づけ る と いう 操作 が 必 


要 に な る こと が あり ます 。 最 初 の 段階 で こん な こと まで 考え る 必要 は 無い で す が 、 凝 っ た 1 画面 プロ グラ ム を 作ろ うと 
する と これ ら は 必要 不可 欠 な テク ニッ ク に な り ま す 。 


で は 、 短 縮 の 効果 が どれ ほど の も の な の か は プチ コン mkll で 作っ た ギタ ー プ ログ ラム と 概ね 同じ 動作 を 行う 1 画面 版 
の ギタ ー プ ログ ラム を 置い て お きま す 。 両 者 を 比較 すれ ば 1 画面 プロ グラ ム の 作り 方 が 見 えて くる と 思い ます 。 


PETIT GUITAR (1 画面 プロ グラ ム ) 


172 PRG IOCHAPGTR 2 


nr TL PHTTT に て 
(Tr い 


) ! 1 
ーー ! 日 =T 


PL > ロ 
S iMRIT 1NERIT 


AR 22 
Wh 


Le 
還 


まず は シン プル な プロ グラ ム を 作り それ を 短縮 する こと で 1 画面 に 収め る わけ で す 。 ギ ター コー ド (48 種 ) の デー タ 
は 独自 の 手法 (1 つの 弦 情報 を 3bit に 圧縮 、6 本 の 弦 情 報 を 2 文字 に 圧縮 ) で 圧縮 する こと で 1 画面 に 収まっ て いま す 。 

も ちろ ん 、 短 縮 だ け で は 1 画面 に 収まら な いこ と も 多い た め 表 示 を さら に シン プル に する な ど 特 に 重要 で は な い 部 分 
を 切り 捨て る こと (取捨 選択 ) も 1 画面 プロ グラ ム を 作る 際 に は 必要 に な る こと も 多い で す 。 


私 が 作っ た 1 画面 プロ グラ ム の ゲー ム を いく つか 掲載 する の で 参考 に し て みて くだ さい 。1 画 面 プ ログ ラム を 作る に は 
簡略 化 や 様々 な 短縮 テク ニッ ク も 必要 に な り ま す が 1 行 29 文 字 の 制限 が 結構 大 きい で す 。 こ の 制限 の た め に 処理 の 順序 
を 入れ 替え て で きる だ け 1 行 を 29 文 字 付近 に する と いう パズル 的 な テク ニッ ク も 要求 され て きま す 。 


各 ゲ ー ム の プレ イ 方 法 は QR コー ド を 読み 取っ た プロ グラ ム の 末尾 に 簡易 マニ ュ ア ル を 記述 し て いる の で それ を 見 て く 
だ さい 。 


プチ コン 100m 走 mkIl 
AB ボタ ン 連 打 で 競う 100m 走 ゲー ム で す 。 目指 せ 世 界 記録 。 
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プチ コン nmklIl の 1 画面 プ ブログ 
画面 プロ グラ ム の スス メ ver.2.0」 を 御覧 に な っ て くだ さい 。 


述 し て いる の で 使用 方 法 (プレ イ 方 法 ) 
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PETIT DRUM + BASS (1 画面 プロ グラ ム ) 


前 項 の ギター に 加え て キー ボー ド 、 ド ラム 、 ベ ー ス が すべ て 1 画面 プロ グラ ム で 揃っ て し まう の で プチ コン mkIlIl を 持ち 


寄れ ば バン ド を 組む こと が 可能 で す 。 


棒 歌 ロイ ドキ ー ボ ー ド 
リア ル タ イ ム で 文字 入力 を し な が ら 歌 わせ る こと が で きる プロ グラ ム で す 。 
棒 王 ロ イド キー ボー ド 使用 方 法 


音 す る 文字 (文字 は ボタ ン 操 作 で 素早 く 入力 可能 ) 


バッ ファ サイ ズ を 大 きく すれ ば 
長い 音 を 発音 で き る (反応 と の トレ ー ド ォ フ ) 


鍵盤 を 押せ ば その 高 さ で 表示 文字 を 発音 する 


文字 入力 方 法 に つい て は プロ グラ ムリ スト 末尾 
の 簡易 マニ ュ ア ル を ご 覧 に な っ て くだ さい 。 


第 2 章 プチ コン 3 号 編 


2-1 プチ コン 3 号 で 自作 ソフ ト を 公開 する 、 ダ ウン ロー ド を する 


プチ コン 3 号 で 自作 ソフ ト を 公開 する 方 法 と し て は スマ イル ブー ム の サー バー に アッ プロ ー ド を し て 公開 キー を 取得 
する の が 一 般 的 で す 。 そ の 公開 キー を 入力 する こと で ダウ ン ロ ー ド が 可能 で す 。 

し か し 、2024 年 4 月 9 日 に 任天堂 に よる 3DS お よび WiiU の オン ライ ン サ ービス が 終了 予定 と な っ て いま す 。 そ の た め 、 
冒頭 に も 書い た よう に 4 月 9 日 以降 は プチ コン 3 号 、 プ チコ ン BIG の 公開 キー に よる ファ イル の や り と り が で き な く な り ま 
す 。 し た が っ て 、 現 時 6 * に ダウ ン ロ ー ド $S か な い ン ロ ー ド その 
ば で き な く な る た 。 ゴー ルド 会 員 権 消失 の た め 新 規 の サー バー 枠 を 確保 する た 
め 新 規 に 作っ た プロ グラ ム 公 開 する 場合 に は すでに 公開 し て いる プロ グラ ム を サー バ 上 か ら 消 し て いた り 、 複 数 の ゲー 
ム 、 ツ ー ル を 1 つの プロ ジェ クト フォ ル ダ に まとめ た り し て 公開 キー が 変わ っ て いた り し て すでに 公開 され て いる 公開 
キー が 無効 に な っ て いる 場合 も あり ます 。 そ の 場合 も X (I 旧 twitter) や petitverse で 探せ ば 新しい 公開 キー が 見 つか る 
場合 が あり ます 。 あ きら め ず に 頑張 っ て 探し て みて くだ さい 。 


オン ライ ン サ ービス が 終了 し た ら で き な く な る の は ダウ ン ロ ー ド だ け で は な く 当 然 ア ッ プ ロー ド も で き な く な り ま 
す 。 プ チコ ン 3 号 の プロ グラ ム を 作っ た の で みん な に 楽し ん で も らい た いと いう 人 は 公開 キー が 使え る うち に 早め に 公 
開 し まし ょ う 。 公 開 し て も 4 月 9 日 以降 は ダウ ン ロ ー ド で き な く な る の で す が 、 そ れ は や お む を 得 な いで し ょ う 。 

も ちろ ん 、 オ ン ラ イン サー ビス が 終了 し た か ら と いっ て プチ コン 3 号 そ の も の が 使え な く な る わけ で は あり ませ ん 。 

公 だ け で す 。 し た が っ て 、 プ ログ ラム を 作っ 
ログ ラ 滞 題 な ン 


開 や ダウ ン ロ ー ド が 可能 で す 。 公開 キ ー が 使え な く な っ た 後 で の プチ コン 3 号 の プロ グラ ム の 公開 の 仕方 で す が 、 基 本 

こ プ ログ ラ う 形 で あれ ば 可能 で す (自作 の キャ ラ 、 グ ラフ ィ ッ 
ク を 含む 場合 は 難し いけ ど )。 プ ログ ラム リス ト の 公開 に は プチ コン 3 号 の プロ グラ ム を パソ コン に 転送 し た り 、 プ チコ 
ン 3 号 上 で QR コー ド に 変換 し て その QR コー ド を スマ ホ や PC で 読み 取る な どの 方 法 が あり ます 。 い ずれ の 方 法 も 公開 の た 


時 


め の ハ ー ド ル が 少し 高く な っ て し まう た め 個 人 的 に お すす めし た い の が 1 画面 プロ グラ ム で す 。 


プチ コン mkll と は 異な り プ チコ ン 3 号 は 標準 で スク リー ン シ ョ ッ ト 撮 影 機能 (SELECT ボ タン 長押 し ) が ある た め 1 画 面 
プロ グラ ム な ら ば 編集 画面 の スク リー ン シ ョ ッ ト を 1 枚 撮る だ け で 2 公開 が 可 和 で す 。 8 和 
プロ グ ラム を 作っ て みて く だ さい 。 ンプ ヨコ ン 3 号 の 最新 バー ジョ ン は ver. 3.6. 3 な の で リー ン シ 最 影 


し か し 、 あ る 程度 の 規模 の プロ グラ ム や 自作 の グラ フィ ッ ク を 使っ た プロ グラ ム の 場合 は 編集 画面 の スク リー ン シ ョ 
ッ ト で の 公開 で は 困難 で す 。 そ こ で 多少 ハー ドル は 高く な っ て し まう も の の パソ コン に 転送 し て 公開 する 意外 に 方 法 は 
な いで す 。 

プチ コン 3 号 か ら パ ソコ ン へ プロ グラ ム を 転送 する 場合 に は 画像 経由 (スク リー ン シ ョ ッ ト 等 )、 音 波 経 由 な ど が 主 な 
選択 肢 と な り ま す 。 プ チコ ン 3 号 で は 1 ドッ ト あ た り 15bit の 情報 を 記録 で きる の で す が 、 ス クリ ー ン ショ ッ ト を 保存 す 
る と な る と JPEG 化 に よっ て 情報 が 失わ れる た め 1 ド ッ ト あ た り 4 ぐ 5bit 程 度 に 抑え て お く と 良い で し ょ う 。 こ の 場合 は パ 
ソコ ン 側 で 画像 か ら 必 要 な 情報 の 変換 する ソフ ト を 別途 用 意 す る 必要 が あり ます 。 

規模 が 数 KB と 比較 的 小さ な プロ グラ ム な ら ば QR コー ド 経 由 の 転送 も 可能 で す 。QR コ ー ド 化す る プロ グラ ム は 2-5 で 紹 
介し て いま す 。 な お 、 本 体 を 複数 台所 持 し て いる 人 は ロー カル 通信 が で きる プロ グラ ム を それ ぞ れ の 本 体 に 入れ て お く 
と 転送 が 楽に な り ま す 。 

プチ コン 3 号 か ら パ ソコ ン へ の 転送 は 「QR コ ー ド 経由 」「 画 像 経由 な どい くつ か の 選択 肢 (使用 する プロ グラ ム は 2- 
5 の 通信 の 項目 を 参照 ) が ある の で す が パ ソコ ン か ら プ チコ ン 3 号 の 転送 は 実質 音波 経由 し か あり ませ ん 。 90 年 代 に イン 
ター ネッ ト に 接続 する 際 は 電話 線 に て 音波 を 使っ て デー タ 転 送 し て いた し 、80 年 代 は 自作 プロ グラ ム の 保存 は カセ ッ ト 
テー プ を 使う こと が あっ た の で す が こ れ も を 音波 を 使っ た 転送 で す 。 


プチ コン 3 号 か ら パ ソコ ン に 転送 の 場合 は 3DS は イヤ ホン 、 パ ソコ ン は マイ ク に 接続 し 、 パ ソコ ン か ら プ チコ ン 3 号 に 
転送 の 場合 は パソ コン は イヤ ホン 、3DS は マイ ク に 接続 すれ ば OK で す 。 し か し 、 こ の 場合 は プチ コン 3 号 と パソ コン の ケ 
ー ブ ル (3DS に 接続 側 は 4 極 の ケー ブル ) に 接続 する 必要 (ケー ブル 無し で も 超 低 速 な ら ば 転送 が 可能 ) な 上 に 転送 ソフ 
ト も 別途 必要 で す 。 

いく つか 開発 され て いま す が 最 も 有名 な の は れい 氏 の PetitModem で す 。 

http://rei.to/petitmodem.html 


詳し い 使い 方 に つい て は リン ク 先 を 読ん で みて くだ さい 。 ち な み に 1200bps だ と 1 秒 当 た り 1200bit (150 バ イト ) な の 
で 1MB の プロ グラ ム や デー タ を 転送 する に は 単純 計算 で 約 2 時 間 か か り ま す 。 


2-2 プチ コン 3 号 の プロ グラ ム の 作り 方 
プチ コン 3 号 の マニ ュ ア ル で は あま り 書 か れ て いな い 使 い 方 を 中 心 に 書い て いき ます 。 


プチ コン 3 号 は ノー マル 3DS (2DS) だ け で は な く New 3DS (New 2DS) で も 動作 が 可 MM マル 3D 
S よ り 34 倍 高速 に 動作 し ます 。 そ の た め New_3DS で 
速度 に な っ て し まい ます 。 その た め プ チコ ン 3 号 で は 動作 し て いる 本 体 が New か ノー ー マ ル か を 見 分 ける ED L EE 関 
数 が 用 意 さ れ て いま す 。 ノ ー マ ル 3DS の 場合 は 自動 的 に 軽量 バー ジョ ン が 立ち 上 が る よう に する と か も 可能 で す 。 


プチ コン 3 号 で は 数 値 は 整数 型 と 実数 型 を 選択 で きま す 。 整数 型 は 「32bit 符 号 付 き の 整数 」 な の で -2147483648 か ら 2 
147483647 ま で の 範囲 の 整数 を 扱う こと が で きま す 。 実 数 型 は 「64bit の 倍 精度 浮動 小数 点数 」(C 言 語 だ と double に 相当 ) 
な の で -1.7976931348623157e1308 か ら 1.7976931348623157e+308 の 範囲 の 数 (有効 桁 数 は 15 桁 ) を 扱う こと が で きま す 。 
標準 で は 実数 型 で 接尾 辞 と し て 辿 を 付け る こと で 整数 型 を 使え る よう に な り ま す 。 ま た 、 ロ FTI ロ nH DEFTIHT を 実 
行 す る こと で 整数 型 を 標準 に する こと が 可能 で す 。 この 場合 は 実数 型 を 使う に は 接尾 辞 と し て ## を 付け れ ば よい で す 。 
な お 、 中 菩 と 自家 は 異な る 変数 扱い に な る の で 注意 が 必要 で す 。 

実数 型 で 小数 を 表現 し た 場合 に は 2 の 累乗 分 の 1 を 単位 に 表せ る 数 値 以 外 は 誤差 が 発生 し ます 。 正確 な 値 を 知り た い 場 
台 は 私 の 自作 関数 の PST ド 関数 (後述 ) を 使用 する と 良い で す 。 実数 型 変数 の 数 値 を 文字 列 に 変換 する 場合 に お いて 

3 し ます 。 そ の た め セ ー プ ブ デ ー タ の 生成 等 の 誤差 ゼロ で の 文 


字 列 化 が 必要 な 場面 で F STR ま 関数 が 有用 に な っ て きま す 。 
文字 列 変数 は 内 部 で は 配列 変数 と し て 扱わ れ て お り ど ごま =" REC の 時 に ど ご まま [回 ] は "リリ 、 ど まま [1 は "E" 、 
ど ま [] は "に " と な っ て いま す 。 ま た 、 配 列 変数 に お いて は 参照 型 が 用 いら れ て いま す 。 加 ま = リ 日 じ "の 時 に Y 本 
= 品 ま と す る と 言 ま も Y ま も 同じ "HBEE" と いう 文字 列 を 参照 する よう に な り ま す 。 そ の た め 、 塵 ま []="D" と し 


50. ョ 


て 衣 ま の 値 を "DBC" に 変更 する と Y ま も それ を 参照 し て " DBC" と いう 値 に な り ま す 。 再 び 宮 まま =" 自 E ビ " 本 よう 
に を に 新しい 値 を 代入 すれ ば 参照 を 切る こと が 可能 で す 。 


プチ コン 3 号 で は プロ グラ ム ス ロ ッ ト を 複数 使っ た プロ グラ ム を 作れ ます 。 そ の 際 に 役立つ の が LHSE 命 令 や "自民 関 
数 で す 。 "自民 は 主 に 変数 の 宣言 に 使用 され ます が "FR 関数 と し て 使う こと で WW 自民 リ 白 の よう に すれ ば 変数 上 
の 値 が 分 か り ま す 。 これ を 使え ば 、『 折 R『 折 まう と する こと で 白 ま に 入っ て いる 変数 名 の 値 も 分 か り ま す 。 同じ 変 数 名 
で も プロ グラ ム ス ロ ッ ト が 異な れ ば 別 の 変数 扱い と な り ま す 。 動作 し て いる スロ ッ ト と 異な る スロ ッ ト の 変数 は スロ ッ 
ト 番 号 に 変数 名 を 付け る と 値 が 分 か り ま す 。 プ ログ ラム スロ ッ ト 1 の 変数 白 の 値 は "自民 まり 1 : 白 "3 で 分 か り ま す 。 
た だ し 、 こ の 処理 の 実行 前 に 指定 する プロ グラ ム ス ロ ッ ト の コン パイ ル を 行っ て お く 必 要 が あり ます 。E 品 E ビ 命令 を 
使え ば コン パイ ル を TP ログ 0 ツ 0 の 人 0N コ ン パ イル の み を 行い た い 場 合 は 8 E 命 
令 が 有用 と な り ま す 。 EE 
ロッ ト の 昌和 の み 拉 人 さ れ ま す 。 

ちな み に 現 在 動作 中 の スロ ッ ト を 取得 する に は 私 の 自作 関数 の SLIT 関 数 (後述 ) を 使用 する と 良い で す 。 


プチ コン 3 号 で は mkll で は 使え な か っ た 自作 関数 が 使え ます 。 

自作 関数 に お いて 注意 すべ き 点 は ロー カル 変数 と グロ ー バ ル 変 数 の 使い 分 け で す 。 自作 関数 内 で 宣言 し て いる 変数 は 
すべ て ロー カル 変数 に な る の で す が グ ロー バル 変数 を 自作 関数 内 で 使用 する 場合 に は その 自作 関数 より も 前 に グロ ー バ 
ル 変 数 の 宣言 も し く は 変数 の 記述 を 行う 必要 が あり ます 。 引 数 に 使用 し て いる ロー カル 変数 の 型 は 引数 の 変数 に 値 を 導 
入 し た 時 点 で 型 が 決ま り ま す 。 接尾 辞 に 関係 な く 引 数 に 整数 型 の 値 を 入れ れ ば 整数 型 と し て 処理 され 、 実 数 型 の 値 を 入 
れる と 実数 型 と し て 処理 され ます 。 

し か し 、 プ チコ ン 3 号 に は 型 を 判別 する 関数 は 用 意 さ れ て いま せん 。 そ の た め 型 判別 を 行い た い 場 合 は 私 の 自作 関数 
の き SUFF 1 言 関 数 (後述 ) を 使用 する と 良い で す 。 

ロー カル 変数 は 代入 し た 時 点 で 型 が 決ま る と いう 特性 を 使い 自作 関数 で ある SHUFF TI 局 関数 を 組み 合わ せる こと で 
型 の 指定 が 不要 な THIT 関 数 を 作る こと が で きま す 。 例 えば 要素 数 1 の 変数 HL 品 ] を 定義 むる と 、 ロ =THIT ド 1 
33 と すれ ば 白 [ 昌 に は 123 と いう 整数 型 の 値 が 入り 、 ロ =TIHITE1E3。 ロ > と すれ ば 白 [ 日 ] に は 123 と いう 実数 
型 の 値 が 入り 、 ロ =IHITEPREBE" ぅ と すれ ば 折 [ 昌 ] に は " EE" と いう 文字 列 が 入り ます 。 


THITC) 関 数 配列 変数 を 型 指定 不要 で 使用 で きる 
DEF IHITXHs 

り 邊 民 " ま [ 昌 ]。" 家 [上 回 ]。" 半 [ 上 ロロ] ご [ 昌 ] 

るー リ RC りす 旧 ま 滞 昔 "上 SUFFTSRC 折 [ロロ ])]) 
PUSH ご 。 自 

RETURH 

EHD 


ル ラ ベル へ の ジャ ンプ と な り ま す 。 自作 関数 
時 定 し て くだ さい 。 現在 動作 し て いる の が スロ 
ッ ト 1 な ら ば 自作 関数 内 か ら 自作 関数 外 に ある プ ログ ラム スロ ッ ト 1 の ラベ ル 折 ロビ に ジャ ンプ する に は ロロ SLB" 1 

: @BC" で ジャ ンプ で きま す 。 ロ HISLUBE は 異な る プロ グラ ム ス ロ ッ ト に ジャ ンプ し た 場合 で も RETIUER 昌 で 自作 関 
数 内 に 戻れ ます が 、 ロ HTI で ジャ ンプ し た 場合 に は 自作 関数 内 に 戻る こと が で きず エラ ー 発 生 の 原因 に な る た め 自 作 
開 数 内 か ら ロ HTH で の ジャ ンプ は 厳禁 で す 。 


さら に 詳し く 知 り た い 場 合 は 既刊 の 「 プ チコ ン 3 号 裏 マ ニュ アル 」「 プ チコ ン 3 号 自作 関数 完全 マニ ュ ア ル 」 を 御覧 
に な っ て くだ さい 。 


2-3 プチ コン 3 号 の 1 画面 プロ グラ ム の 作り 方 


プチ コン 3 号 の 編集 画面 は 46 文 字 X29 行 と な か っ て いま す 。 し た が っ て 、 こ れ に 収まる プロ グラ ム が 1 画面 プロ グラ ム で 
最大 1334 文 字 記 述 で きま す 。 プ チコ ン 3 号 は プチ コン mkIll と は 異な り 1 行 に 書け る 文字 数 に 制限 は ほぼ あり ませ ん 。 

また 、MIETH 1 と すれ ば 文字 サイ ズ は 縦横 2 倍 (4 倍角 ) に な り ま す 。 編集 画面 で も 文字 サイ ズ は 4 倍角 の まま 
な の で この 状態 で 1 画面 に 収まる プロ グラ ム も 1 画面 プロ グラ ム と な り ま す 。 こ の 場合 は 21 文 字 X14 行 で 最大 294 文 字 と 
な り ま す 。 概 ね 4 分 の 1 に 文字 数 が 減っ て いる の で この ID[iTH 1 使用 時 の 1 画面 プロ グラ ム は GQSP (Quarter Screen Pr 
ogram の 略 ) と 呼ば れ て いま す 。(「QSP」 は プチ コン 3 号 界隈 に お ける ユー ザー 同士 で の み 通 用 する 名 称 ) 


プチ コン 3 号 は プチ コン mkll と は 異な り ル ー プ に 使用 で きる 命令 も 多く ラベ ル も 自由 な 場所 に 記述 が で きる た め 1 画 面 
プロ グラ ム を 作る た め の ハ ー ド ル は プチ コン mkll よ り も 低い で す 。 し た が っ て 、 通 常 の 1 画面 プロ グラ ム で は 初心 者 で 
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も 簡単 に 作れ て し まう た め あ えて 文字 数 の 制限 が 大 きい QSP に 挑戦 し て みて も 良い で し ょ う 。 

と は いえ 、QSP は 単に 文字 数 制限 が ある だ け で それ 以外 は 普通 に 作る 場合 と 何ら 変わ り ま せん 。 た だ し 、 何 も 考え ず 
に 作っ て し まう と 簡単 に 文字 数 制限 を 超え て し まう し 、 そ の 中 で 完成 度 を 求め る と 知っ て お く こ と が た くさ ん 出 て きま 
す 。 


1 画面 プロ グラ ム を 作る 流れ 

1 まず は シン プル な ゲー ム や ツー ル の アイ デア を 考え る 

2 その アイ デア を 要素 ご と に 殺 列 し て 3 一 4 段階 の 優先 度 の 設定 を する 

3 コー ディ シク する 

4 制限 文字 数 を オー バー し た ら プ ログ ラム リス ト の 短縮 を 行う 

5 それ で も オー バー する な ら ば 優先 度 が 低い も の か ら 切 り 捨 て る 

6 プロ グラ ムリ スト の 短縮 を する 

7 文字 数 に 余裕 が で きた ら 切 り 捨て た も の の 中 か ら 優先 度 が 高い も の を 復活 させ る 
8 4<7 の ルー プ を 行い これ 以上 は 無理 と 思っ た ら 完 成 


ちな み に 優先 度 は 3 段階 な ら ば A ラ ンク 「 必 可 不 可 欠 な 悪 素 (絶対 に 実装 )」、B ラ ンク 「 重 可 な 要素 (可能 な 限り 実装 ) 」、 
C ラ ンク 「 あ っ た 方 が 良い 悪 素 (余裕 が あれ ば 実装 )」 と いう 感じ で 分 類する の が ベタ ー で す 。 44 
ー ム が 成立 し な い の で 絶対 に 実装 度 す る こと が 求め られ る た め 短 


心 で す 。 PF LT か 
イデ ア が 浮か べ ば 実現 が 可能 に な る こ と も ある の で あき ら め た ネタ は その 時 が 来る まで 温め て お く と 良い で し ょ う 。( カ 
ラー 対応 の お 絵かき ソフ ト 「PETIT PAINT 2 QSP」 は 抜本 的 な 短縮 の アイ デア を 思い つく の に 2 年 か か り ま し た ) 


で は 、 実 際 に QSP を 作る まで の 流れ を みて いき まし ょ う 。 
例え ば これ は 周回 型 の 見 下ろ し タイ プ の レー スゲ ー ム の アイ デア で す が 、 見 て の よう に A ラ ンク の 要素 が 多く て 普通 
に 作っ た ら と て も QSP に は 収まり ませ ん 。 


QSP の レー スゲ ー ム の 優先 度 設定 


A ラ ンク コー ス の 表示 

A ラ ンク タイ ム の 表示 

A ラ ンク スラ イド パッ ド の 左右 で 車 を 回 転 
A ラ ンク アク セル と ブレ ー キ の 処理 

A ラ ンク コー ス 外 の 判定 

A ラ ンク コー ス 外 に 車 が 出 た 時 の 減速 処理 
A ラ ンク 周回 判定 

A ラ ンク 3 周 し た ら ゴ ー ル に な る 判定 


B ラ ンク 周回 数 表示 

B ラ ンク コー ス は 攻略 性 の 高い レイ アウ ト に する 
B ラ ンク 車 の 加減 速 処理 は 攻略 性 の 高い も の に する 
B ラ ンク リト ライ 機能 

B ラ ンク 速度 に よっ て 変わ る エン ジン 音 

B ラ ンク ゴー ル 時 は 音 か 画面 表示 で 知ら せる 


C ラ ンク コー ス の 見 た 目 に 拘る 
C ラ ンク タイ ム 表 示 の 成形 


今回 の プロ グラ ム で は 未 実装 に な っ た 要素 
C ラ ンク 速度 表示 ( 未 実装 ) 
C ラ ンク スタ ー ト ライ ン を 表示 する ( 未 実装 ) 
C ラ ンク スタ ー ト 時 の シグ ナル ( 未 実装 ) 


※ ラ ンク は 私 の 中 で の 設定 で あり 制作 する 人 が 自由 に 設定 し て 良い 


レー スゲ ー ム を 作っ た 経験 が ある 人 な ら ば 分 か る と 思い ます が 、 車 の 挙動 と コー ス の 周回 判定 と いう の は 結構 長く な 
る の で 、 遂に 作っ た ら そ れ だ け で GSP か ら あ ふれ る くら い の 文字 数 に な っ て し まい ます 。 その た の 生 内 で レー 


前 述 の よう に 自分 で 決め た A ラ ンク と な る 要素 は すべ て 実装 し な いと ゲー ム と し て 成立 し な く な る た め 必 ず 実 装 し な 
く て は な り ま せん 。B ラ ンク も 可能 な 限り 実装 し まし ょ う 。C ラ ンク は 実装 し て も し な く て も ゲー ム に は 支障 が な いも の 
で す が 、 完 成 度 を 高め る た め に は で きる だ け 実 装 し て お きま し ょ う 。 つ まり 、 要 素 の 取捨 選択 が 重要 な の で す 。 

と は いえ 、 先 ほど も 書い た よう に 今回 の 場合 は QSP の 範囲 内 で A ラ ンク の 要素 の 実装 する だ け で も か な り 難 し いで す 。 
ちな み に 下 記 が 完成 し た SIMPLE RACING QSP で す 。 な ん と A ラ ンク 、B ラ ンク の すべ て の 要素 に 加え て C ラ ンク の 一 部 の 要 
素 も 実装 し て いま す 。 


使用 方 法 : 4 ボタ ン を 押せ ば アク セル 、 離 せ ば プレ ー キ 。3 周 走っ て タイ ム を 競 え ! (※ 公 式 レ コー ド 15.22 秒 ) 
これ が その SIMPLE RACING GSP の プロ グラ ム を 分 か りや すく 記述 し た も の で す 。 


MHILE 1 

RCLS:BRCKCEHLUR RB コロ 。 8。 昌 』 
"初期 設定 

ド = 昌 "周回 数 

= 申 / タ イム 

ご ど 三 回 "周回 判定 変数 


" 自 車 の 初期 設定 

バニ ーッ ロ フロ ^X 座 標 

ミコ 回 Y 座 標 

昌三 回 “向き (※ 画 面 上 で 右 方 向 の 時 は 0) 
= ミ 回 ' 速 さ 


" 自 車 ス プラ イト 設定 
SPSET ロロ 3 ロ BZ 
SFPHUHE 回 8B 


* コ ー ス 表示 
ロロ FILL ヨ 。 ヨ 。 紀 回 。 衣 コ 回 。、 民 ロ B TE ヨ 呈 。 寺 回 中 。 Bi 
ロ F TLL 上 中 回 。 日 回 。 ヨ ヨ 回 。 寺 所 回 。 選 BE 回 。 回 。 回 。 回 


MIHTLE K 率 中 「 周 回 数 が 4 未満 な ら ば メイ ン ル ー プ を 繰り 返す ) 
LUIEHTE 昌 。 申 : 民 "周回 数 表示 
LHCHTE 引 。 申 : デ ロ 折 
"タイ ム 表 示 (※ 本 来 は 1/760 に すべ きだ けど QSP に 収め る た め T/50 と し て いる ) 
^(※T/50 と する こと で 小数 第 2 位 ま で で 割り 切れ る た め タ イム 表示 の 整形 処理 が 不要 に な る ) 


T=T+]1 タイ ム 加 算 


"周回 判定 部 分 
TE 『 る 王 呈 叶 丁目 選民 

TF と さ 記 日 放 生 癌 ye THEH ドド = ミド R+1 

"スタ ー ト ライ ン を Y<128 の 範囲 で 左 か ら 右 に 通過 の 時 は 周回 数 に 1 プラ ス 

TF と ビッ ピロ 角 計 くく g ロ 5 THEH ドド = ドー1 ユ 

"スタ ー ト ライ ン を Y<128 の 範囲 で 右 か ら 左 に 通過 の 時 は 逆 走 と みな し 周回 数 に 1 マイ ナス 
EE 風防 まき ド 


STICEK ロ UT W。』H 
2 


ロニ ロキ デ 提 「 自 車 の 向き を 計算 (※ 単 位 は ラジ アン ) 
BE=BUTT ロ HEi 
ロニ ロ SFHTTC 言 。 了 〒 ュ 3 7G の 値 は コー ス の 状態 (0 の 時 は コー ス ア ウト ) 


IF BPRHD#E ii 昌 HE 手 計 日 折 HD #T THEH 
TIF ロロ = 回 THER 
に 
"アク セル ボタ ン を 押し た と き の 通 常 の 加速 処理 
^(※S の 値 は 上 限 3.7 程 度 で 収束 する た め 上 限 の 判定 は 不要 ) 
選 L 号 世 
らら 呈 べ 呈 【 由 1 O 近 て 回 曲っ 汗 ZTA 
"アク セル ボタ ン を 押し た と き の 加 速 処理 (コー ス ア ウト 時 ) 
^(※S$ の 値 は 0.4 程 度 で 収束 する た め 上 限 の 判定 は 不要 ) 
選出 硫 E 
選 上 号 世 
ITF ロロ = 回 THER 
ニモ 朱 回 ヨロ 
"通常 の 減速 処理 (※S の 値 は 0 で 収束 する た め 下 限 判定 は 不要 ) 
眉 選 央 世 
き ニ =※ て 回 ヨ ヨ ロー エッ イッ 
"コー ス ア ウト 時 の 減速 処理 (※S の 値 は 0 で 収束 する た め 下 限 判 定 は 不要 ) 
EHDETF 
EHETF 


記 三 品 "周回 判定 用 に 1 フレ ー ム 前 の X 座 標 を 別 の 変数 に 保存 


" 自 車 の 移動 
き ニ キオ じ ロロ) 楽 ら 
ザ ニ ザイ +5THCR う 楽 ら 


"エン ジン 音 (速度 に よっ て 高 さ を 変え る こと で 耳 で も 速度 を 確認 可能 に な る ) 
BEEP。 台 量 雪 ー 台 回 回 回 


" 自 車 表示 
SPUFS 回 。 品 。 


"画面 上 の 自 車 の 向き を 変え る (?SPROT は 「 度 」 な の で DEG で 「 ラ ジア ン 」 か ら 変 換 } 
SFPRHT 回, DE ロロ IT 折 ぅ 
ゲ 品 天 間 E 

MEHDE 


* ゴ ー ル 処理 
BEEF 2 
L ロ CE 折 TE 。 1 : で リ 中 ロロ 白 L" 


"A ボ タン 入力 待ち 
REPERT 
HHTIL BHTTIH HED 提 白 


HERHD 


全く 同じ 動作 を する プロ グラ ム で コメ ント 付き な の で 両者 を 見 比べ た ら ど の よう に 短縮 され て いる か が よく 分 か る と 
思い ます 。 と は いえ 、 短 縮 前 の この プロ グラ ム も 周回 判定 な どの 部 分 で 処理 の 簡略 化 が すでに 行わ れ て いま す 。 


その た め 周 回 判定 だ け は コメ ント だ け で は 分 か り に くい の で 解説 を し ます が 、 こ れ は コー ス を 3 分 割 し て いる と 考え 
れ ば 分 か りや すい で す 。 コー ス の 下 側 (Y 生 128 の 部 分 ) を エリ ア B、 コ ー ス 上 側 (Y<128 の 部 分 ) で スタ ー ト 時 より 右 
側 (X>256 の 部 分 ) を エリ ア A、 ス ター ト 時 より 左側 を エリ ア C と 考え る と AーBーC つ A の 順番 に 通過 し た 場合 に 1 周 し た 
と 見 な し て いま す 。 こ の よう に 3 つの エリ ア に 分 ける こと で 周回 カウ ント の 漏れ も な く な り 逆 走 判 定 も 可能 に な り ま す 
( 逆 走 し て スタ ー ト ライ ン を 横 切 れ ば 周回 数 は マイ ナス 1 と な る )。 


ョ 0 科 = 


周回 判定 の 方 法 
エリ ア A っ エリ ア B っ エリ ア C っ エリ ア A 
と いう 順番 で 通過 し た 際 に 1 周 し た と 見 な され る 


「C の 次 に A を 通過 し て いれ ば 0K」「A の 次 に C を 通過 し て いれ ば 逆 
走 と 見 な す 」 と する こと で AB-sC 一 BC つ A と いう 順番 で あっ て も 
周回 の チェ ッ ク 漏 れ が 起き ず 、 コ ー ス の いか な る 場所 を 通っ て も 確 
実 な 周回 判定 が で きる よう に な る 。 


> (下辺 の 幅広 い 直 線 は 最高 速 を 出せ る 
た め の ス トレ ー ト 、 左 辺 の 狭く 短い 直線 は 急 カ ー プ っ ぱい 扱い と な っ て いて こ こ へ の 進入 速度 や ライ ン 取 り が タイ ム に 
か な り 影 響 を 与え て いる ) 


アク セル と プ ブレー は 0 ボタン 外 名 す が 本 が で 着 宛 まる と 人 
だ け で は な く ス ター ト 
) 能 に な り ます 。 


リト ライ 処理 は 1 回 の ゲー ム の プレ イ 時 間 が 短い ゲー ム な ら ば QSP で あっ て も 実装 し て 欲し い 要素 な の で す が 、 実 装 だ 
け な ら ば 非常 に 簡単 で L IHPFLUT を 使用 する だ け で す 。LTIHPLUT を 実行 する と 文字 入力 待ち 状態 に な り ま す が L 1 
HFPHUT は TIHPFHUT と は 異な り 空 入力 で も エラ ー に な ら な いた めこ れ に より ダミ ー 変 数 折 ま を 用 意 す る こと で A ボ タン 
入力 待ち を 簡単 に 実装 で きる の で す 。 

さら に この ゲー ム で は LTHPFHUT の ガイ ド 文 字 列 を 使っ て ロ 口 白 L の 文字 を 画面 に 表示 し て いる の で す が 、 プ チコ 
ン 3 号 で は 中 を 付け れ ば ダブ ルク オー テー ショ ン で 挟ま な く て も 文字 列 扱 い に な る た め LIHPUTS ロ IPL : 折 まで 
「 人 中 ロロ HL 」 を 表示 し て A ボ タン 入力 待ち に な り 1 文 字 の 短縮 を 実現 し て いま す 。 ギ リ ギ リ の 文字 数 で 作っ て いる 場合 
は 1 文字 の 短縮 で も 馬鹿 に で き な い の で す 。 

な お 、 リ トラ イ は プロ グラ ム の 最初 か ら 実 行 す る 必要 が ある の で す が 。 ロ ITI で ジャ ンプ させ る と ラベ ル が 別途 必 
要 に な り ま す 。 そ の た めこ の プロ グラ ム で は E 褒 E じ 。 (E 沿 E ビ 昌 の 短縮 形 ) で 実現 し て いま す 。 こ うす る と スロ ッ 
ト 0 で し か 実行 で き な い プロ グラ ム に な っ て し まう の で す が 、「 プ ログ ラム を 見 る 」 か ら 実 行 す る と 自動 的 に スロ ッ ト 0 
に な る た め 不 都合 は な いで し ょ う 。 


この よう に か な り 強 引 な 処理 を 行う こと で QSP に 限界 まで の 要素 を 盛り 込ん だ 力作 と な っ て いま す 。QSP に どこ まで 要 
求 す る か は 人 それ ぞ れ で す が 、 限 界 ま で 作り 込ん で みた いと いう 人 は 参考 に し て みて くだ さい 。 

コー ス 外 の 芝生 を イメ ー ジ し た BPREEEHLIE 3E ロ は この QSP を 公開 し た 当初 は 入れ る こと が で きず 、 プ ログ 
ラム リス ト の 短縮 に よっ て 何と か 入れ る こと が で きま し た 。 当 初 は 芝生 の 部 分 が 黒 だ っ た こと を 考え る と 緑色 に な る だ 
け で か な り イ メー ジ が 変わ る と 思い ます (C ラ ンク の 「 コ ー ス の 見 た 目 に 拘る 」 の 実装 )。 この 緑色 を 表示 する の に EE*3 
回 。 ヨ 83。 加 と すれ ば 文字 数 は 増加 し て 入れ る こと が で き な く な る た め 浮 動 小数 点 表 記 を 用 いて 短縮 が 行わ れ て いま 
す 。 


画面 プロ グラ ム (Q5P を 含む ) を 作る 際 に は 2 つの アプ ロー テ が あり ます まず は 、 今 回 の よう に 必要 最小 限 の 本 表 


た の もら か ら 肉 付け し て いく タイ 22226 前 者 と 後者 で は 「A ラ ンク の 要素 の 量 が 異な る 」 と いう 違い し か な い の 
で す が 、1 画 面 プ ログ ラム に 作り 慣れ て いな い 人 で あれ ば 後者 の 方 が 作り や すい と 思い ます 。 と いう の も A ラ ンク の 要素 
を すべ て 入れ れ ば その 時 点 で ゲー ム と し て 成立 する の で 「 完 成 度 の 高 さ 」 を 抜き に すれ ば 「1 画 面 プ ログ ラム を 完成 さ 
せる 」 と いう 面 で は ハー ドル が 低く な る た めで す 。 

1 画面 プロ グラ ム を 作り 慣れ て いな い 人 は A ラ ンク の 要素 を 全部 入れ て も 1 画面 に 収まる よう な すご く シ ンプ ル な アイ 
デア を まず は 考え まし ょ う 。 そ の た め に は 「 シ ンプ ブル すぎ る か ら 駄 目 」 と こい うこ と は な く 「 シ ンプ ル だ か ら 良 い 」 天 人 0 


う 考 え を 持つ こと が 必要 に な り ま す 。 


画面 プロ グラ ム (QSP) の 作り 方 を も っ と 詳し く 知 り た い 場 合 は 既刊 の 「 プ チコ ン 3 号 QSP 完 全 マ ニュ アル 」「 プ チコ 
ン 3 号 QSP 完 全 マ ニュ アル PART2」「 プ チコ ン 3 号 QSP 究 極 完全 マニ ュ ア ル 」 を 御覧 に な っ て くだ さい 。 


以下 、 12 人 2 これ ら の GSP は 1 画 面 分 の 22 028002 
実行 可能 で ある た め 本 書 が 手元 に ある 限り は 】 
に な り ま す 。 ご く 当 た り 前 の こと で す が 、 PS ろ で す 。 
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QSP ゲ ー ム 


DANMAKU QSP 
1 本 中 


弾幕 避け ゲー。 ス ライ ド パ ッ ド で 移動 し て ひたすら 避け まく っ て 高 得点 を 目指 せ 。 


玉 転 が レ ゲー ム QSP 
各 じ 上 計 : ※ ロ ド 


本 体 を 傾け て コー ス か ら 沙 ち な いよ うに ボー ル を ゴー ル ( 自 の 四角 ) まで 転がし て タイ ム を 競 え 。 
QSP ツ ー ル 


ED PAINT 2 SE 


1 12 1U 15 1H an 1 ! 
カラ ー 対 応 の お 絵描き ツー ル 。 十 字 ボ タン で 太 さ 調整 (押さ な いつ 上 つっ 下 つ 左右 の 順 で 太く な る )、 色 変更 は X、 ス ポ 
イト は L も し く は R を 押し な が ら タ ッ チ 、 セ ー ブ は R+Y も し く は L+R、 ロ ー ド は 起動 時 に 自動 的 に 行う 。 フ ァイル 名 は " 一 
" な の で 上 書き され た く な い 場 合 は ファ イル 名 を 変更 する 。 


パレ ッ ト GRP メ ー カ ー2 


PETIT PATINT 2 QSP 用 の パレ ッ ト を 生成 する ツー ル 。 起 動 し た 
ら RGB の 階 調 数 を 入力 すれ ば パレ ッ ト を 生成 する の で セー プ ブ し て 
PETIT PATINT 2 QSP で 利用 可能 に な る 。 

色 数 は 各階 調 数 を 3 乗 し た 色 数 と な る 。 4 を 入力 し た な ら ば 64 色 。 
5 な ら ば 125 色 、6 な ら ば 216 色 の パレ ッ ト を 生成 する 。 パ レッ ト 
と 描画 面 は 同一 レイ ヤー (全体 で 1 レイ ヤー) な の で 注意 する 。 
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和 史 関数 電卓 GSP 


式 を 入力 する こと で その 値 を 計算 する 。 プ チコ ン 3 号 の すべ て の 演算 子 、 関 数 が 使用 可能 。F1 に 答え が 入り 、F2 に 直前 
に 入力 し た 計算 式 が 入る (B ボ タン を 押し な が ら 計 算 す る と F3 に 計算 式 が 入る )、X を 押し な が ら 式 や 値 を 入力 する と そ 
の 値 が 変数 X に 入る 。 自作 関数 も 使用 可能 な の で 自前 で 様々 な プロ グラ ム を 用 意 す れ ば 自分 好み の 関数 電卓 、0S も どき 
の よう な 使用 も 可能 に な る 。( 詳 し い 使 い 方 の 説明 や オプ ショ ン ラ イブ ラリ は ダウ ン ロ ー ド 版 の 簡易 関数 電卓 QSP に 含ま れ て いる ) 


連射 計測 GSP ss 


HH 145 


回 ボ ヨン 連 放し て 1 


ン ン ン ン ン ン 


H _ = 』 っ 
連射 速度 を 計測 する ツー ル 。10 秒 間 ひ た すら A ボ タン を 連打 。 め ざ せ 秒間 16 連 射 ! 


あい の て GQSP 
1 g 


Fn ea 1 1 1B Eh 
"TS" ゴ F コ RPC35 ず 2: 狂 RT 有 能 。 (と いっ て も 相 植 を 打つ だ け ) 


他 に も 私 は プチ コン 3 号 で 多数 の QSP を 作っ て いま す 。 下 記 の 公開 キー で ダウ ン ロ ー ド され る プロ ジェ クト フォ ル ダ 内 
に ある . HEHH を 実行 すれ ば メニ ュー プロ グラ ム が 実行 され ます 。( こ の メニ ュー プロ グラ ム 自 体 も QSP) 
な お 、 使 い 方 は ダウ ン ロ ー ド し た 各 プ ログ ラム の 末尾 に 記述 し て いま す 。 


2-4 便利 な 自作 関数 

ここ で は 、 私 が 作っ た 多数 の 自作 関数 の 中 か ら プ ログ ラム を 作る 際 に 有効 活用 で きそう な も の を 厳選 し て 掲載 し て お 
きま す 。 (「 こ れ は 俺 が 作っ た 、 俺 が 著作 権 を 持つ 自作 関数 だ 」 と か 言わ な い 限 り ) 自由 に 使っ て も ら っ て 構わ な い の で 、 
ぜひ 、 皆 様 の プロ グラ ミン グ の 際 に 活用 し て くだ さい 。 
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FPSTE 民 まう > 関数 数 値 を 誤差 ゼロ で 文字 列 に 変換 する 


DEF PSTER ま (ロロ う 
WPHR L。H。F」 民 ま 。 ら まま 。 ど 。S リ = ニ F ロ LSE 
FR ま = ニ STR ま (ロロ! 


IF CLRSSTIFYCR) 1 1 民 和 ま == リ 11 本 = ニ リ ー! THEN RETURN R ま 
S*= ェ FURHRT ま ("を 。3dBFP 。 月 う 
=R ま [ ロ ]== リ ー リ 


ご = ニ IHSTRKS ま 。 リ 。 リ ュー 
ら ま [ 曲 ] ニ まま [ 曲 ] 朱 1 目 
S ま [コミ = リリ 
MHILE 1! WLCS ま [L] ぅ 
IHC L 
HEHD 
〆 ニ デーLー1 ユ 
TF どく 1 & 叶 ビッ ゥ ター ら 5 THEH P ニ 〆 : ご ど ニ デー 
L ニ ど +』1 
TF どく ロロ THEHN 5S ま =RTI ロ HT ま (まま Li 
P ニ バド P テロ )※ ビ 
ら S ま [PF]=S ま [P]+ リリ " 
MHILE 8 ま [L]= ニ =" 回 " 
DEC L 
HEHD 
ら ま = ニ LEFT ま (リー リリ ※※ 四 LE 上 FT まま (5 ま 。 し ヒー( ま [上 し] ニニ リ 。 リ ラオ コキ で り 曲り キリ 寺下 楽 て で デ ゥ 回 J キ 5 征 
R ま て (どう) デビ 二 楽 品 半 ※ 記 上 ロ 。 タロ 
FETURH S ま 
EHD 


公開 キー 【 HKRDEE ヨ 3 】 


プチ コン 3 号 は 通常 は 表示 の 際 に 小数 第 8 位 まで で 丸め た も の が 表示 され る た め 正 確 な 値 を 知り た けれ ば FnH 邊 T ま 
< ぅ で 必要 な 桁 数 を 指定 し て 表示 の 必要 が ある し 、 絶 対 値 の 大 き な 数 は 0 が た くさ ん 表示 され て 非常 に 分 か り づ らい で 
す が 、 こ の PSTE ま で ) を 使え ば 誰 で も 簡単 に 丸め られ て いな い 分 か りや すい 表示 が 可能 で す 。 

FSTER ま で は 誤差 ゼロ で 文字 列 に 変換 で きる の で 文字 列 化 し た も の を "ロロ Lr 》 関数 で 数 値 化し て も 元 の 値 か ら 変 
化し な い の で ゲー ム の セー プ デ ー タ を 作る 際 に 活用 が 可能 で す 。(100 万 未満 の 整数 以外 は ST 民 ま で は 論 差 が 発生 する ) 

FSTR ま で ) を セー プ デ ー タ で 活用 し た いと いう 場合 は リス ト 中 の ほ "= ニ FRLSE を "=TEUE に 書き 直せ ば 25 
桁 の 文字 列 (25 桁 未満 の 場合 は 先頭 に スペ ー ス が 付く ) で 変換 され ます 。 こ れ に よっ て 、 複 数 の 数 値 を 文字 列 化し た 場 
合 も 先頭 か ら 25 文 字 ずつ 切り 出し て いっ て 『 邊 上関 数 で 数 値 化 すれ ば 誤差 ゼロ で 文字 列 数 値 の 変換 が 可能 で す 。 


SHUFF TS て > 関数 型 を 判別 する 


DEF SUFF TRW う 

HE 日 

ロニ リッ ロスコ 

TIF ロ H THEHN "= ロロ : 自 "※ オ 
RETURH 
EHD 


公開 キー【 ドド 折 EE 記 3 詞 中 】 この 公開 キー は SUFFIX の 他 に ERASE、INIT、INITA、INITS の 合計 5 つの 関数 を 含む 
※ こ の 関数 で は 整数 型 は 1、 実 数 型 は 2、 文 字 列 型 は 0 を 返す 


これ は プチ コン 3 硫 で は 文 守 多 値 演算 は 3 を 返す と いう 裏 ワ ザ を 私 が 発見 し た た め 実 現 可能 に な り ま し た 。 
この 裏 ワ ザ を 使わ な けれ ば この プロ グラ ム と 比べ て は る か に 大 規模 な プロ グラ ム に な り ま す 。 

数 値 型 か 文字 列 型 か さえ 判別 で きれ ば 良い の な ら ば 自 =『 テ 名 くき だ け で で きま す 。( こ の 場合 は 数 値 は 1、 文 字 列 は 0 
を 返す ) 

配列 全体 の 比較 演算 は で き な い た め SLUFF T 言 折 上 ロ ] ぅ の よう に 引数 に 添え 字 付き で 記述 する 必要 が あり ます 。 


SLUTK ヵ 関数 動作 し に て いる スロ ッ ト を 取得 する 


DEF SL ロ T 
ly 


HER まま, 日, 1 
FUR 1=B TO3 
ロ ま =STR ま (エコ キリ ューSLUT" 
B=CHK WERK 折 まう 
IF B THEH VRERC 折 まう = ニ 1 ユ 
ーSLUT= ロ 
IF Bk IOURRC ロ まう) THEH BERERPK 
HE 品 T 
RETURH 1 
ERHD 


公開 キー【 ロ HEE3EB8HW 】 
※ こ の 関数 を 使用 する 場合 は グロ ー バ ル 変 数 SLHT を あら か じ め 用 意 し て お く 必 要 が あり ます 。 


簡単 に 動作 原理 を 説明 し て お く と 指定 し た スロ ッ ト 番 号 の グロ ー バ ル 変 数 SLIT に 初期 値 1 を 入れ て その 後に 8 
LT の 値 を 0 に し た 上 で 指定 し た スロ ッ ト 番 号 の -SLHT が 0 に な っ て いれ ば その 指定 し た スロ ッ ト 番 号 が 現在 動作 
し て いる スロ ッ ト と な る わけ で す 。 こ れ は 、 動 作 し て いる スロ ッ ト で は - き LHT の 値 は 1 か ら 0 に 変わ る けど それ 以外 
は 変わ ら な いた めで す 。 "HER ロ ま ゅ = と いう 代入 処理 が な いと た また ま 他 スロ ッ ト に SLHT と いう グロ ー バ ル 
変数 が あり 、 さ ら に 実体 化し た 状態 に な っ て いて た また ま 条 件 を 満た し て いる 値 だ っ た 場合 に 誤 判 定 を し て し まい ます 。 


RWHLK) 関 数 式 を 評価 する 


DEF RWRLKE ま うぅ 


PREDIT 1 

F 民 皇 暫 EL = 下 

PR ロ ISET " @RR 民 ニ リ +E ま +" RETUERHR 
ISE 1 


IHSLUB "1 : @ 民 " 
RETURH DRRGV 1 ER リ う 
EHD 


公開 キー【 DdE1ETS3 】 
※ こ の ドロ LE は ワー クエ リア と し て スロ ッ ト 1 を 使用 する た め ス ロッ ト 1 以 外 で 実行 し て くだ さい 。 


プチ コン 3 号 に は 文字 列 を 数 値 化 する "ロロ L“ ぅ 関数 が あり ます が これ は 定数 に し か 使用 で きま せん 。 例え ば "LT" 
1+ = 3 を 実行 0 ち 0 5 上 L で 関数 で す 。 
で 行 で 全 各 ・3 d、 ヴ 。 た だ し 


変数 を 使っ た 式 に は 対応 0 

な お 、 こ の RW 折 L 関数 を 使用 すれ ば IHPUT 邊 事務 民 間 白 し て 拍 和 まま) と いう ご く 短 い プ ログ ラム で 電卓 を 作る 
こと が で きま す 。 プ チコ ン 3 号 は ダイ レク トモ ー ド を 使え ば 簡単 に 電卓 と し て 計算 が 可能 な の わざ わざ プロ グラ ム と し 
て 用 意 す る 必要 は な いで す が 、 あ る 程度 の 拡張 性 を 持た せ て 変数 司 に も 対応 し て ダイ レク トモ ー ド より も 使い や すく し 
た 「 簡 易 電卓 QSP」 作 っ た の で RWHL“ ぅ 関数 の 使用 例 と し て 参考 に し て みて くだ さい 。 


SLEEF ヾ ぅ 関数 スリ ー プ 時 間 を 取得 


DEF SLEEPFTIHE ド > 

WER S.。H=ーSLEEPFTIHE 

帳 三 帳 素 圭 回 回 昌 

ーSLEEFTTIHE ミ 前 TLLT 結 ECD 

S= ニ ーSLEEPTIHE-F 

TF |!IR※ ま SG> ロ THEHNERETURH SRETURHNB 
EHD 


公開 キー【 23HRDMGW 】 
※ こ の 関数 を 使用 する 場合 は グロ ー バ ル 変 数 SLEEFTIHE を あら か じ め 用 意 し て お く 必 要 が あり ます 。 


プチ コン 3 号 に お いて FIHTHCEHT は スリ ー プ 中 は 停止 する の に 対し て HILLISE じ は スリ ー プ 中 で も 動作 し 続け 
ます 。 こ れ を 利用 する こと で スリ ー プ 時 間 (ミリ 秒 ) が 取得 可能 に な り ま す 。 引 数 は 0 の 場合 は 初期 化 、0 以 外 の 時 は 最 
小 検知 スリ ー プ 時 間 ( 秒 ) と な り ま す 。 
使用 する た め に は まず 最初 に メイ ン ル ー プ 実行 直前 に SLEEPT IFE* 昌 } を 実行 し て 初期 化し て お きま す 。 メ イ 
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ン ル ー プ 内 で 随時 =SLEEFTTFHE ド “1 ぅ を 実行 する と A に スリ ー プ 時 間 が 入り ます (スリ ー プ し て な い 時 に は 0 を 
返す )。 通 常 は 引数 は 1 で も 問題 な いで す が 、 ご く 短 い 開 閉 時 間 を 取得 する 場合 は 引数 は 0.1 く らい の 値 を 設定 し て くだ 
さい 。 


使用 サン プル プロ グラ ム 

WHERER SLEEPTIHE 

ロ =SLEEPTIHE“Bs 

REPFERT 
ロ =SLEEPTIHEX1。 
STYHE 

UHTIL ma 

テロ デー ロロ の 寺 メロ リー ゴル た よ 1 


この サン プル プロ グラ ム を 実行 し て 本 体 を 閉じ て 少し 経っ て 本 体 を 開け ば その 間 の スリ ー プ の 時 間 を 表示 し ます 。 素 
早く 開閉 し た 際 の 時 間 を 計測 し た けれ ば 邊 =8LEEPTIHE1j の 部 分 を ロ =SLEEPTIHE『 昌 。1) に 変更 す 
れ ば 良い で す 。 (私 が 試す 限り どれ だ け 速 く 開 閉 し て も スリ ー プ 時 間 が 0.3 秒 を 下回る こと が 無かっ た た め ) 


2-5 ぜひ 入手 し て お くべ き プ チコ ン 3 号 プロ グラ ム 


プチ コン 3 号 で は 非常 に 多く の ゲー ム や ツー ル が ユー ザー の 手 に よっ て 作ら れ て いま す が そ の 中 の ご く 一 部 を ここ で 
紹介 し ます 。 

任天堂 の オン ライ ン サ ービス が 終了 する 2024 年 4 月 9 日 以降 は ダウ ン ロ ー ド で き な く な る し 、 そ れ よ り 前 で あっ て も バ 
ー ジ ョ ン ア ッ プ に よっ て 公開 キー が 変更 に な っ て し まう 可 邊 NN 00 5 
講和 Ve これ を ご覧 SN 


(※ 作 者 名 は すべ て 敬称 略 で す ) 


8EHTYM3 ヨ J 


PLANE2 - 
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レー ス ・ ス ポー ツゲ ー ム 


ツー ル ・ そ の 他 
お 絵描き 


55C3528E 
弄 所 ゞ 量 小 太 


マコ TT ド ココ 3 
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アル カナ スト ー ン CHINE and DASHI! _ GIVERS-P3D 


コー 生 ン 2 本 
己 1 靖 岬 | km7h し 選 


スラ イム か ら 8 の ダメ ー ジ を 受け た 。 


RMG_IME 音楽 つく ろう ぜ ! 


RNG IME お ん がく つく る う ぜ 」 


29 


A 
7 
幸 
を 
鍋 


2 


ド か SL 
早く な か < て 293 で 党 


簡易 毛筆 の 使い 方 2 


の 宣 析 合わ せい うぃ 1 


イア ます 】 


。。 2 。 刀 9o 9o 7o 
ぐ qv ロー し 
米 還 馬 モ ー ド ゥ 授 。 色 に っ いて 人 


Je も う き ば 3 
で 。 和 間 計 " 


プチ コン 書き 初め 大 会 開催 ! ! 

2016 年 に 第 1 回 が 行わ れ た プチ コン 書き 初め 大 会 で す が 、2024 年 の 正月 に は 第 9 回 プチ コン 書き 初め 大 会 が 開催 され ま 
し た 。 

第 10 回 も 2025 年 に 開催 予定 で す 。 上記 の 簡易 毛筆 の 他 、 簡 易 毛 筆 シ リー ズ で 書か れ た 作品 で あれ ば どれ で も 参加 で き 
ます 。 詳 細 ル ー ル は 第 9 回 の 大 会 公式 サイ ト を 御覧 に な っ て くだ さい 。 


http://ochameclub. web. fc2. com/petitcom4/kakizome_9.htm 


お まけ プチ コン BIG 編 


プチ コン BIG は プチ コン 3 号 用 に 作ら れ た プロ グラ ム の 多く が 動作 する た め 出 先 で は プチ コン 3 号 を 使っ て 自宅 で は USB 
2] 。 


キー ボー ド や 大 画面 モニ タ が 使え る プチ コン BIG で コー ディ ング を 行う と いう 人 も 多い と 思い ます 。 

プチ コン 3 号 と プチ コン BIG は 公開 キー も 同じ な の で プチ コン 3 号 専 用 、 プ チコ ン BIG 専 用 の 作品 を 除け ば 同じ 公開 キー 
で プチ コン 3 号 で も プチ コン BIG で も 動作 可能 で す 。 プ チコ ン BIG は メモ リ 8MB の プチ コン 3 号 と 比べ て メモ リ 128MB と メモ 
リ が 非常 に 多く 速度 も New3DS で 動作 する プチ コン 3 号 と 比べ て も 3 一 4 倍 程度 高速 で ある た め 高 速 、 大 容量 の プチ コン 3 号 
と し て 使え る だ け で は な く プ チコ ン BIG 用 に 拡張 し た 機能 を 使う こと で さら に すご い 作 品 を 作る こと が 可能 で す 。 


プチ コン BIG も プチ コン 3 号 と 同じ く 4 月 9 日 以降 は ネッ ト を 使っ た サー ビス が 利用 で き な く な り ま す 。 そ の 場合 は プチ 

コン 3 号 と 同じ く 1 画 面 プ ログ ラム を 作っ て スク リー ン シ ョ ッ ト で 公開 する か が 音波 を 使っ て PC へ 転送 する と いう 方 法 が あ 
り ま す 。 た だ し 、 プ チコ ン 3 号 と プチ コン BIG で は マイ ク の 仕様 が 異な る た め プ チコ ン BIG 対 応 の プロ グラ ム を 用 意 す る 
必要 が あり ます 。 


プチ コン BIG は GRP の 圧縮 保存 に 対応 し て いま す 。 プ チコ ン 3 号 で も 圧縮 GRP の 読み 出し に は 対応 し て いる の で プチ コン 
3 号 で 生成 し た GRP は 一 了 皇 プチ コン BIG で 保存 し て や れ ば GRP の サイ ズ を 数 分 の 1 一 数 10 分 の 1 に 小さ く で きま す 。 単色 ラク 
ガキ の 場合 は プチ コン 3 号 で 保存 し た 場合 は だ と 非 圧縮 で 512KB の GRP フ ァイル は プチ コン BIG で は 10KB 以 下 に な る こと が 
あり ます 。 た だ し 、 こ の 圧縮 保存 に よっ て プチ コン 3 号 に 手軽 に ファ イル 転送 で きる の は ネッ ト を 使っ た サー ビス が 利 
用 で きる 間 に 限り ます 。 そ の た め 、4 月 9 日 以降 は 使用 で き な く な る の で ご 注意 くだ さい 。 


何 度 も 書き ます が 2024 年 4 月 9 日 以降 は ネッ ト を 使っ た 機能 は 使え な く な っ て し まい ます 。 し か し 、 プ チコ ン nmkll、 プ 
ン 3 号 の ソ よ バ 壊 8 ス バド ぜひ こ いと 続け て みて くだ さい 。 終 了 後 は 確か 
に 様々 な 制限 が 出 て きま す が 、 そ の た め の 対 策 も 本 書 で 書い て いる の で 問題 な いと 思い ます 。 


プ テ チコ ン 太 //、 プ ' デ テコン 3 与 /o/erer// 


な お 、 本 書 に 誤字 脱字 等 の ミス や 補足 な ど が ある 場合 の た め に 「 プ チコ ン mkll・ プ チコ ン 3 号 を 一 生 遊 ぶ 本 ver.1.1」 
サポ ー ト ペー ジ を 用 意 し て いま す 。 ぜ ひ 、 御 覧 に な っ て くだ さい 。 


http://ochameclub. web. fc2. com/CLUB/c101_1_1.htm 
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